
心を繋ごうと山陰されるランナー

沢山の皆さんのサインが集まりました

無事故・乾燥を目指して 準備体操を熱心に取り組んだので、完全無事故、すり傷一つ発生しませんでした。 チップ改修を受持つ決勝係

河合先生の準備体操

一休寺背景を守るうと和尚さんといっしょに一生懸命にチラシを配る皆さん 受付で忙しいトラ物コーナ

球場が広くアップするにはもってこいの会場 それぞれが勝手に走っておられるが自然に方向が一致します

第29回京都木津川マラソン大会

だんだんほぐれてきました

観覧席から応援するみなさん

受付前に大集合ですが、マナーが良くスムースです。 これだけ多くの人が雑沓のように見えますが、混乱なくスムース処理が進みます

太鼓サークル「萌」の皆さん 監察係り「聴覚障害者」の皆さん コース監視の無線クラブの皆さん 一休寺景観保存NPOの皆さんと和尚さん

6000人の受付を担当する「マラソンの坪」の方々

今年のテーマ―「東北大震災復興支援」を中心に取り組む

トイレの前も整然と順番を待つランナー

義援金募金とランナーの繋がりをつくるサインボード

フルの往路とハーフの復路のピークがゆき違うポイント風景　もっとも混乱すると思われる20km手前付近の状況



市政15周年記念切手の販売をする局長さん

連タコが217揚がりました。観察中最も込み合った場面でした。

作業委所のみなさん等模擬店が沢山
出店して楽しい場面がにぎわいまし

た。

　　　　　焚き火も本大会の和やかさを
醸し出しています

前々日には、寒波で全国で大雪が降りました。比叡山の後ろの真っ白な蓬莱さん（滋賀県琵琶湖）が姿を見せました
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